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・ 今治教会設立の経緯 ⇒ 図表 1-2 
・ 明治期における今治教会の教会員数・受洗者数 ⇒ 図表 1-3 
2． アメリカ・プロテスタントの活動と日本基督伝道会社（日本組合教会） 
（1） アメリカ・プロテスタントの活動 
・ 1858 年の日米修好通商条約締結後、「切支丹禁制」（1620 年代～1873 年）下にお
いてアメリカからプロテスタント各教派の宣教師が来日（神奈川・長崎・箱館）。 
⇒ 図表 2-1














・ アメリカ会衆・組合派のアメリカン・ボードの活動 ⇒ 図表 2-2 
→ アトキンソンは 1876 年から今治伝道を開始 







・ 1878 年に会衆・組合派 9 公会が合同して日本基督伝道会社を設立し、アメリカン・
ボードから独立、これ以降日本基督伝道会社による地域伝道が活発化 ⇒ 図表 2-3 







長を遂げる ⇒ 図表 2-4 
3． 伊勢（横井）時雄と新島襄 
（1） 熊本バンドと伊勢時雄 
・ 1876 年、1871 年創設の熊本洋学校の生徒 35 名による「奉教趣意書」への署名に
よって、熊本バンド結成（花岡山事件）⇒ 図表 3-1 
・ 熊本洋学校で教鞭をとったジェーンズがデイヴィスに依頼し、熊本バンドのメンバー
の同志社英学校への入学を依頼し、熊本バンドのメンバーが設立間もない同校へ入学。 
・ 熊本バンドのメンバーであった伊勢時雄は、今治教会の初代牧師に就任 ⇒ 図表 3-2 
（2） 同志英学校（同志社）と新島襄 
・ 新島襄は、アメリカン・ボードの宣教師デイヴィスとともに、1875 年に同志社英学














































牧師（在任期間） 年次 会員 受洗者 合計
1879 13 11 24
1880 42 29 69
1881 77 39 116
1882 102 28 130
1883 199 95 294
1884 393 198 591
1885 347 78 425
1886 370 35 405
1887 363 21 384
1888 354 33 387
1889 350 21 371
1890 359 17 376
1891 364 24 388
1892 345 4 349
1893 304 5 309
1894 176 1 177
1895 266 1 267
1896 264 4 268
1897 267 12 279
1898 271 3 274
1899 279 10 289
1900 284 15 299
1901 293 3 296
1902 294 4 298
1903 295 2 297
1904 316 31 347
1905 323 16 339
1906 398 68 466
1907 404 14 418
1908 416 17 433
1909 431 29 460
1910 468 39 507
1911 — 13 —
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氏名 人物 氏名 人物
小崎弘道
ジェーンズより受洗。同志社英学校へ入学。新島襄
のあとを受けて同志社第2代社長。自らが設立した
霊南坂教会牧師に帰任。組合教会3元老の一人。
「六合雑誌」発刊。
岡田源太郎
ジェーンズより受洗し同志社へ入学するが中退。の
ちジェーンズも赴任したことがある鹿児島造士館で
教師。
山崎為徳
水沢出身。熊本洋学校に入学し卒業後は開成学校に
籍を置くが同志社英学校へ転入。卒業後同志社英学
校などで教師。結核のため24歳で早世。
和田正修 ジェーンズより受洗。開成学校に入学するが同志社英学校へ転入。卒業後は東京で勉学を継続。
吉田作弥 同志社英学校へ入学し卒業後神戸女学院で教鞭をとり、のち外務省入省。 赤峰瀬一郎
ジェーンズより受洗。同志社英学校在学中に今治へ
伝道。
原田助
広取英和学校から同志社英学校へ転入。卒業後同志
社教授、同志社第7代社長、ハワイ大学教授を歴
任。
注1：　「奉教趣意書」署名者は、金子富吉（同志社英学校入学・卒業）、大嶋徳四郎、古閑義明、吉田萬熊（のち盟約破棄）、原井淳太（のち盟約破棄）、大屋武雄、両角政之（の
ち盟約破棄）、野田武雄（のち盟約破棄）、川上虎男（のち盟約破棄）、鈴木萬（のち盟約破棄）、今村慎始（のち盟約破棄、官吏）を含む36名。また、各署名者の人物説明は資料
の制約上すべてに及んでいないため署名順不同。署名順など趣意書の成立や背景についての詳細は以下の文献を参照。杉井六郎「『奉教趣意書』成立に関する若干の考察」『キリス
ト教社会問題研究』16～17号、同志社大学人文科学研究所、1970年、38～86頁。
注2：　同表は転載不可。近刊予定の「明治初期のアメリカ・プロテスタントの活動と日本組合教会」谷澤毅他編『地域と越境～「共生」の社会経済史』春風社にて記載。そのため、
参考資料を割愛。
図表3-1 熊本バンドの人たち
「奉教趣意書」の署名者
同志社英学校で合流し熊本バンドと呼ばれた人たち
